
【教育目標】社会の中で、私もみんなも「幸せ」になる 
 

 

 

 
 

 

第６５回 を開催しました  
  

９月２５日（木）～２６日（金）本校生徒会の最大行事である鳳祭を開催しま

した。 本年度のテーマは 「ＲＵＮ ＷＡＹ～勇気が絆を結ぶ～」です。このテー

マには、「ＲＵＮ ＷＡＹ＝滑走路」夢に向かって大きく羽ばたくために勢いをつ

けるための助走、そして鳳祭を経て、全校生徒が夢を実現してほしい、という願

いが込められています。 

【１日目（２５日）】  

開祭式では、美術部が制作したステージバックの披露、続いて生徒会役員による

企画がありました。引き続きステージ発表では、国語科・英語科のスピーチに８人

の生徒が登場しました。また、８月６日の広島平和式典に

参加した２年生徒の報告、理科の研究発表、体育科のダ

ンス発表と続きました。どの発表もこれまでの学習の成果

がよく見える形で、とても興味深いものとなりました。  

その後は、校内の展示見学の時間となりました。各教室での教科展、理科室や

美術室での作品展示、職員作品展など、多くの展示

を全校で見学する形となりました。 午後の体育祭。

雨がポツポツ当たる時間帯もありましたが、風もなく、

身体を動かすには絶好の天候となりました。大縄種目

やリレー種目で、全校一人ひとりの頑張り、声援で、ク

ラスの団結・絆がより深まりました。 

 

 

 

 

 

 

【２日目（２６日）】 

 体育館での吹奏楽部の発表からスタートしました。吹奏楽部の３年に

とっては、部活最後のステージとなります。３年によるソロも織り交ぜ、

全校が楽しく盛り上がる時間となりました。 

 続いて、音楽会。湖南小の５年生、豊田小

の 6 年生も来校し、学年合唱、クラス合唱

を鑑賞しました。どのクラスも、そのクラス

の色が表れた素晴らしい発表となり、これまで毎日続けてきた練習の成果が

出たのではないでしょうか。午後の審査結果発表では、うれし涙・悔し涙あり

悲喜交々。生徒の心が大きく動く 2 日間でした。閉祭式では生徒会役員の、

この鳳祭にかけた想いが感じ取れる素晴らしい姿が観られました。2 日間の鳳祭を通して、生徒たちの力、

想い、希望が結集し、これからの学校生活の充実に繋がるものだと確信しています。 
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  鳳祭の1日目終了後、第2回の協議会を開催しました。実際に鳳祭の様子をご覧いただいた上で、後

期の取組や今後の方向について、熟議しました。10月からは西山三校のコミュニティスクールで「西山あ

いさつの日」という新しい活動が始まります。地域と学校との連携によって、地域・学校の活性化が進みま

す。 

今後とも地域での子どもたちの関わりにおいて、保護者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 

１０月の主な予定 

１日（水）生徒会委員会 

２日（木）１年ふるさと学習講演会 

３日（金）英語検定一次 

６日（月）部活動運営委員会 

８日（水）生徒休業日（学校と授業を考える会） 

１０日（金）終始業式 

1４日（火）歯科検診（1年） 

1５日（水）短縮日課１４：００下校 

２０日（月）保育園実習（３－３） 

２２日（水）生徒集会 

２３日（木）歯科検診（3年） 

２４日（金）3年テスト⑤ 1 年ものづくり講座 

２７日（月）歯科検診（2年） 

2８日（火）参観日③ PTA講演会 

３０日（木）1年ふるさと学習 

        2 年職場体験学習① 

31日（金）2年職場体験学習② 

 

（諏訪郡市生徒指導講演会より） 

 １ 近年、生成ＡＩの急速な普及により、ＳＮＳ上での中高生のトラブルや被害が急増しています。 

  ・ＳＮＳで生徒が投稿した動画が、第三者により生成ＡＩで加工され、拡散された（児童ポルノ被害） 

  ・ＳＮＳで生徒が投稿した画像から、自宅の位置情報が特定され、ストーカーまがいの被害を受けた。 

  ・親しい仲間内でのＳＮＳグループでの投稿内容がアカウント乗っ取り等で漏洩した。 

 ２ 投稿した写真や動画が生成ＡＩの学習ソースに流用されています。 

 ３ アプリをインストールする場合、１８歳未満は全て保護者の責任で行う必要があります。また、保護者に 

管理責任が発生し、「ペアレンタル機能（保護者管理機能）」はＯＮにしなければなりません。 

 ４ １８歳未満がトラブルになり、子どもに責任能力がない場合は、未成年者の監護義務（民法 714 条）に基

づき、保護者が当事者となります。（責任は保護者が負うことになる） 

 ５ 各アプリには、１８歳未満の利用に制限がかけられています。 

   例：TikToK:１８歳未満のライブ配信は禁止されています。 

お子さんのＳＮＳ等でのトラブルは、学校管理外であるため、保護者が主体となって解決していただくことに

なります。その際、学校生活に絡んでご心配な状況の場合は、念のため学校へもご相談ください。学校は可能

な範囲で協力いたします。（ネットトラブルは、必要に応じて警察等へ相談されることをおすすめします） 


